
南九州大学人間発達研究　第12巻　（2022）

76

容や高校生の指示・説明の仕方、そして子どもへ
のかかわり方の様子を観察した。

⑶　「ちびっ子運動会」活動のまとめ
◇日時：
令和 3 年11月29日㈪　 8 時40分～ 9 時25分
◇場所：宮崎県立高城高等学校
◇講座内容

「ちびっ子運動会」の振り返りとして、幼児期
に習得させたい 3 つの「基本的な動き」と「運動
の楽しさ」を視点として、運動会で取り上げた種
目内容のよさについて解説した。また、「効率的
なマネジメント」の視点で、準備・進行・説明・
指示や子どもへのかかわり方のよさについて解説
した。

このような生徒が行った計画・運営等のよさを
肯定しそして意味づけをすることで、生徒の達成
感を高めたり、自己肯定感を高めたりする契機と
なったようである。

３．「ナタ・サポ」を振り返って
この取組みをスタートして、 5 年が経過した。

この 5 年間の取組みによって、円滑に本事業が運
営できるようになった。

生徒にとっては、専門家による指導が受けられ
ることもあって、当該生徒たちは本事業を肯定的
に受け入れているようである。今後は、 5 年間の
取組みの成果を省察して、本事業の充実を図ると
ともに、新たな分野での連携事業にも取り組みた
い。
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1. スポーツ教室
１）卓球バレー教室　 2 ）野球教室　 3 ）居合

道教室　 4 ）ランニング教室を実施した。
卓球バレー教室は障害のある人を対象とし、野

球教室は地域の子どもたちを、居合道教室は地域
の壮年層を対象として実施した。いずれも姿勢や
動作改善を通して、健康の保持や増進をねらいと
しての実施であった。卓球バレー教室と野球教室、
居合道教室については、大学の地域公開講座で参
加者をつのり、始めた教室である。

１）卓球バレー教室
支援学校の卒業生が 2 名と、幼稚園児１名の参

加からの開始であった。親子での参加募集という
こともあり、支援学校卒業生の 2 名にあっては
ご両親も活動に参加、幼稚園児のお母さんも活動
に参加され、準備やかたづけも一緒に協力して
活動されていた。また、ランニング教室に参加さ
れていた盲学校卒業生の方もご夫婦で参加された
り、地域福祉施設の利用者さんが多い時で 8 名参
加されたりと参加者の顔ぶれも徐々に広くなって
きている。休み時間には参加者それぞれが楽しん
で会話をされるなど、コミュニケーションの場と
もなっている。

2）野球教室
地域在住の子どもたちを対象に始めた教室であ

る。本学の野球部員の支援もあり、参加する子ど
もたちの運動機能や技能の向上だけでなく、参加
する学生が支援を通して、子どもたちの身体の動
きや状況に応じた声かけといったことを学ぶ機会
ともなっている。幼児の参加にあっては、プラス
ティック製のバットとボールをつかっての遊び感
覚での参加である。野球部員が、ゆっくりボール
を幼児の手前から投げ、それをバットで打つと
いった活動や打ったら走るといった活動を、楽し

みながら野球部員とやりとりしながら繰り返して
いる。今のところ幼児 3 名と小学生 4 名ほどの参
加であるが、小中学校で不登校になっている児童
生徒の居場所づくりにならないかということで、
近隣の社会福祉協議会の職員の見学もあったこと
から、来年度は受け入れを検討できればと考えて
いる。

3）居合道教室
壮年層を対象に始めたものである。近隣にお住

いの壮年男性が活動を見学に来て参加されたり、
本学の支援センターの活動に参加する子どもさん
の付き添いで来られた祖父さんが参加されたりと
いった様子である。それと当初は壮年層を対象と
しての参加募集であったが、口コミで小さなお子
さんたちの参加もあったことから、今後は広く参
加者を募り、年齢や老若男女、障害の有無を問わ
ず、参加者がそれぞれの育みを楽しめる教室とな
ればと考えている。

4）ランニング教室
公開講座で始めたものではないが、公開講座に

参加していた支援学校卒業生や、地域にお住まい
の視覚に障害のある人が、支援者の伴走にて走る
という活動として設定した。支援者と共に走ると
いう活動を通して、一緒に走るに際しての相互理
解や配慮というものを、支援者も含めた参加者の
学びともなっている。

2 . 手話講習会
今年度は手話講習会を前期・後期の 2 期に計11

回実施した。都城市手話協会から講師として 2 名
が大学に来ていただき、週に一度の 2 時間の講習
を、手話サークルに集う学生を中心に、参加を希
望した学生を交えての実施となった。

聴覚に障害のある学生への支援として、授業後

野村研究室（特別支援教育研究室）だより

野村研究室（特別支援教育研究室）では、インクルーシブな社会形成と人材育成をめざして今年度は
以下の活動を実施した。
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のノートでの授業内容の確認といったものを支援
学生が手話でおこなう等、それこそ講習で学んだ
手話やコミュニケーションの取り方といったもの
が役立っている様子である。

手話講習会の他に、ノートテイク講習会を宮崎
県の聴覚障害者協会の協力のもと実施を計画し
た。しかしながら、コロナ感染の状況から延期と
なっている。できれば年度中の実施ができればと
願っている。

3 . 心理サポート
野村研究室では、子育て支援センターの活動の

一環として、心理サポートの活動を行っている。
心理サポートの名称の由来は、障害のある人の姿
勢や動作の改善を通して、心理面のサポートをし
ていくところからきている。

障害から生じる身体の緊張や、緊張のために意
図通りに身体が動かないといった状態に対して、
身体の緊張をとった上で、動かそうとする方向に
手や足を動作介助することで、意図通りに動く身
体や姿勢の獲得から、心の安定をめざすというも
のである。

１）学内の活動
過年度より、大学近辺にお住いの身体に障害の

ある人を対象に、毎週水曜日に継続して活動を
行ってきた。

しかしながら、昨年はコロナ感染の影響もあ
り、状況をみての実施となった。例年は毎週水曜
日の 6 時から 7 時30分までの時間帯としていた
が、今年は密をさけ、別途に土曜日の13時から
14時半の時間帯においても活動を行った。

活動の内容としては、リラクゼーションと動作
介助を通しての動作や姿勢の改善を目指してのも
のである。

水曜日に参加する支援学校に在籍する１名につ
いては、座位による姿勢保持やバランス感覚の育
成をねらっての活動参加である。活動に参加して
6 年を経過しようとしているが、当初は寝たきり
であったものが、自分の手を床について座位姿勢
を保持できるようになり、今では自分でバランス
をとって座位姿勢を保持できるまでになってい

る。また横方向から身体を押して姿勢を傾かせて
も、自分で姿勢を基に戻せるようにもなってきて
いる。

土曜日に参加する 2 名は、 1 名は歩行時の姿勢
改善や歩行を通しての体力の向上をねらいとして
いる。活動に参加して 4 年になるが、ここ半年ほ
どは活動に参加できない期間もあったが、歩行時
に片足は膝がまがらずにひきずるといった状態か
ら、つま先が少し横に開いてはいるが、膝を曲げ
ての歩行となってきている。歩くことで体幹が安
定してきたこともあって足の踏みしめもよく、左
右のバランスのよい足の運びとなってきている。

活動に参加するもう 1 名は、身体を動かそうと
すると身体にすぐに緊張が入ってしまい、徐々
に力をいれていくことが難しいという状況であ
る。力を入れようと意図したとたんに全身に緊張
が入ってしまうといったことから、身体部位に必
要に応じて力をいれられるといったことをねらい
に、活動に参加。活動内容としては、座位から上
体を前方に倒し、腰から背中に向けて徐々に力を
入れて体幹を起す動作から始めている。体幹づく
りをまずは行うことで、肩から肘、そして手先の
柔軟な活動につながればというところである。コ
ロナ感染の状況もあり、年間を通して 7 回の活動
参加であったが、座位から徐々に身体を起し、力
を入れすぎて身体が後ろにそれないように、姿勢
をやや前方に保持することで、座位が保てるよう
になってきている。座位から握手をする活動でも、
相手の手をやさしく肩の力を抜いて握るといった
ことができるようになってもきている。

２）学外の活動
ア）支援学校を会場としての活動

支援学校に在籍する児童生徒の保護者からの要
望もあり、11月末から12月初めにかけ、金曜日の
3 時半から 5 時までの時間帯に、支援学校を週に
1 度訪問し、計にして 3 回の姿勢や動作改善のた
めの保護者研修会を実施した。重度重複障害のあ
るお子さんを主な対象として、保護者さんにリラ
クゼーション手法や動作介助の在り様を学んでも
らえればということでの実施であった。
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野村研究室（特別支援教育研究室）だより

イ）宮崎県肢体不自由者父母の会心理リハビリ
テーションの会での活動
宮崎県肢体不自由児者父母の会・心理リハビリ

テーションの会では、半世紀近く肢体不自由児者
の姿勢や動作の改善をねらいに、月に一度の月例
会を宮崎市総合福祉保健センターにて、毎夏には
宮崎県御池青少年自然の家を会場に 5 泊 6 日のリ
ハビリテーションキャンプの活動が継続して行わ
れている。そこに過年度より障害のある人への支
援を学ぶ機会として、野村研究室の学生を活動に
参加させてもらっている。

今年もコロナ感染の状況から、月例会への参加
学生は少なく、また夏のリハビリテーションキャ
ンプは中止となった。しかしながら、12月に実施
された宮崎市総合福祉保健センターでの研修会に
は、 5 名の学生が参加し、実際に障害のある方の
姿勢づくりや動作介助を体験できる機会となっ
た。また、食事介助や保護者さんとの交流の場を
持つことができた1日となった。

4. 四季に応じた遊び
環境教育センターでの活動の一環として、過年

度より野村研究室では大学関係園に協力を呼びか
け、大学校内の自然環境を利用した遊びの場を設
定している。子どもたちの育みを促すには、どの
ような声かけや状況づくりが必要なのかを、実際
の指導場面から、支援に入った学生たちが学んで
くれることをねらいにしての活動設定である。

しかしながら今年は、コロナ感染の状況もあり、
ア）秋の遊びとイ）冬の遊びの場の設定のみとな
た。

ア）秋の遊び
秋の遊びでは、過年度より段ボールスライ

ダーの活動を行っている。秋のみずみずしい
草々の上を、段ボールのそりですべって楽しむ
というものである。大学校内の芝生の斜面を活
動場所とし、子どもたちがほどよくスピードが
出そうな場所や、いきよいよく滑りそうな場所
を見つけて、滑るといったものである。今年も
関係園の年長さん34名の参加があり、また学生
の参加もあり、一緒にすべったり、よく滑りそ

うな場所をさがしたりといった様子であった。
子どもたちは友達とすべるスピードを競い

合ったり、よく滑る場所ですべるために競い
合って斜面を駆けあがったりといった姿を見せ
てくれた。斜面で身体を支える力や手に段ボー
ルのそりを持って身体のバランスよく斜面を駆
け上がってそりですべりおりてくる姿は、遊び
を通して育まれる身体と心の成長を、目の前で
見ることができたといったところである。

イ）冬の遊び
冬の遊びとして設定した「冬に秋を見つけよ

う」という題材は、大学の学習林で、ドングリ
や落ち葉を拾い、それを画用紙の上にノリで接
着して、絵の具と筆で秋の色付けをして版画に
するという活動である。茶色くなってしまった
落ち葉に明るい色を塗る活動を通して、冬から
秋への装いの変化を、子どもたちが体感するこ
とをねらいとしている。また季節の移ろいか
ら、木々から舞い落ちた葉っぱの下を探ったら
どんぐりがでてきたといった経験を通して、目
に見えるものは朽ち果てた葉っぱであるが、そ
の葉っぱの下には、どんぐりがあったという体
験を通して、目に見えているものがすべてでは
ないことを、子どもたちが経験を通して学んで
くれる活動としてとらえている。

今回の「冬に秋を見つけよう」の題材では目
に見えるところだけしかどんぐりが拾えなかっ
た子どもたちが、先生や学生が落ち葉の下から
どんぐりを探り出す様子を見て、落ち葉の下に
手を突っ込んだり、落ち葉を手で払ったりして
どんぐりを見つけ出すといった園児の様子を多
くみることができた。

5. 今後の研究室の活動として
今年もコロナ感染から充分な活動ができな

かった状況であった。紹介した活動とは別途に
計画していた防災キャンプも中止とならざるを
えなかった。来年度は是非に、合同での防災キャ
ンプの実施をお声かけをしていたこすもす支援
学校の親父の会さんや、その際の防災研修をお
願いしていた御池青少年自然の家の職員さんの
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のノートでの授業内容の確認といったものを支援
学生が手話でおこなう等、それこそ講習で学んだ
手話やコミュニケーションの取り方といったもの
が役立っている様子である。

手話講習会の他に、ノートテイク講習会を宮崎
県の聴覚障害者協会の協力のもと実施を計画し
た。しかしながら、コロナ感染の状況から延期と
なっている。できれば年度中の実施ができればと
願っている。

3 . 心理サポート
野村研究室では、子育て支援センターの活動の

一環として、心理サポートの活動を行っている。
心理サポートの名称の由来は、障害のある人の姿
勢や動作の改善を通して、心理面のサポートをし
ていくところからきている。

障害から生じる身体の緊張や、緊張のために意
図通りに身体が動かないといった状態に対して、
身体の緊張をとった上で、動かそうとする方向に
手や足を動作介助することで、意図通りに動く身
体や姿勢の獲得から、心の安定をめざすというも
のである。

１）学内の活動
過年度より、大学近辺にお住いの身体に障害の

ある人を対象に、毎週水曜日に継続して活動を
行ってきた。

しかしながら、昨年はコロナ感染の影響もあ
り、状況をみての実施となった。例年は毎週水曜
日の 6 時から 7 時30分までの時間帯としていた
が、今年は密をさけ、別途に土曜日の13時から
14時半の時間帯においても活動を行った。

活動の内容としては、リラクゼーションと動作
介助を通しての動作や姿勢の改善を目指してのも
のである。

水曜日に参加する支援学校に在籍する１名につ
いては、座位による姿勢保持やバランス感覚の育
成をねらっての活動参加である。活動に参加して
6 年を経過しようとしているが、当初は寝たきり
であったものが、自分の手を床について座位姿勢
を保持できるようになり、今では自分でバランス
をとって座位姿勢を保持できるまでになってい

る。また横方向から身体を押して姿勢を傾かせて
も、自分で姿勢を基に戻せるようにもなってきて
いる。

土曜日に参加する 2 名は、 1 名は歩行時の姿勢
改善や歩行を通しての体力の向上をねらいとして
いる。活動に参加して 4 年になるが、ここ半年ほ
どは活動に参加できない期間もあったが、歩行時
に片足は膝がまがらずにひきずるといった状態か
ら、つま先が少し横に開いてはいるが、膝を曲げ
ての歩行となってきている。歩くことで体幹が安
定してきたこともあって足の踏みしめもよく、左
右のバランスのよい足の運びとなってきている。

活動に参加するもう 1 名は、身体を動かそうと
すると身体にすぐに緊張が入ってしまい、徐々
に力をいれていくことが難しいという状況であ
る。力を入れようと意図したとたんに全身に緊張
が入ってしまうといったことから、身体部位に必
要に応じて力をいれられるといったことをねらい
に、活動に参加。活動内容としては、座位から上
体を前方に倒し、腰から背中に向けて徐々に力を
入れて体幹を起す動作から始めている。体幹づく
りをまずは行うことで、肩から肘、そして手先の
柔軟な活動につながればというところである。コ
ロナ感染の状況もあり、年間を通して 7 回の活動
参加であったが、座位から徐々に身体を起し、力
を入れすぎて身体が後ろにそれないように、姿勢
をやや前方に保持することで、座位が保てるよう
になってきている。座位から握手をする活動でも、
相手の手をやさしく肩の力を抜いて握るといった
ことができるようになってもきている。

２）学外の活動
ア）支援学校を会場としての活動

支援学校に在籍する児童生徒の保護者からの要
望もあり、11月末から12月初めにかけ、金曜日の
3 時半から 5 時までの時間帯に、支援学校を週に
1 度訪問し、計にして 3 回の姿勢や動作改善のた
めの保護者研修会を実施した。重度重複障害のあ
るお子さんを主な対象として、保護者さんにリラ
クゼーション手法や動作介助の在り様を学んでも
らえればということでの実施であった。
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野村研究室（特別支援教育研究室）だより

イ）宮崎県肢体不自由者父母の会心理リハビリ
テーションの会での活動
宮崎県肢体不自由児者父母の会・心理リハビリ

テーションの会では、半世紀近く肢体不自由児者
の姿勢や動作の改善をねらいに、月に一度の月例
会を宮崎市総合福祉保健センターにて、毎夏には
宮崎県御池青少年自然の家を会場に 5 泊 6 日のリ
ハビリテーションキャンプの活動が継続して行わ
れている。そこに過年度より障害のある人への支
援を学ぶ機会として、野村研究室の学生を活動に
参加させてもらっている。

今年もコロナ感染の状況から、月例会への参加
学生は少なく、また夏のリハビリテーションキャ
ンプは中止となった。しかしながら、12月に実施
された宮崎市総合福祉保健センターでの研修会に
は、 5 名の学生が参加し、実際に障害のある方の
姿勢づくりや動作介助を体験できる機会となっ
た。また、食事介助や保護者さんとの交流の場を
持つことができた1日となった。

4. 四季に応じた遊び
環境教育センターでの活動の一環として、過年

度より野村研究室では大学関係園に協力を呼びか
け、大学校内の自然環境を利用した遊びの場を設
定している。子どもたちの育みを促すには、どの
ような声かけや状況づくりが必要なのかを、実際
の指導場面から、支援に入った学生たちが学んで
くれることをねらいにしての活動設定である。

しかしながら今年は、コロナ感染の状況もあり、
ア）秋の遊びとイ）冬の遊びの場の設定のみとな
た。

ア）秋の遊び
秋の遊びでは、過年度より段ボールスライ

ダーの活動を行っている。秋のみずみずしい
草々の上を、段ボールのそりですべって楽しむ
というものである。大学校内の芝生の斜面を活
動場所とし、子どもたちがほどよくスピードが
出そうな場所や、いきよいよく滑りそうな場所
を見つけて、滑るといったものである。今年も
関係園の年長さん34名の参加があり、また学生
の参加もあり、一緒にすべったり、よく滑りそ

うな場所をさがしたりといった様子であった。
子どもたちは友達とすべるスピードを競い

合ったり、よく滑る場所ですべるために競い
合って斜面を駆けあがったりといった姿を見せ
てくれた。斜面で身体を支える力や手に段ボー
ルのそりを持って身体のバランスよく斜面を駆
け上がってそりですべりおりてくる姿は、遊び
を通して育まれる身体と心の成長を、目の前で
見ることができたといったところである。

イ）冬の遊び
冬の遊びとして設定した「冬に秋を見つけよ

う」という題材は、大学の学習林で、ドングリ
や落ち葉を拾い、それを画用紙の上にノリで接
着して、絵の具と筆で秋の色付けをして版画に
するという活動である。茶色くなってしまった
落ち葉に明るい色を塗る活動を通して、冬から
秋への装いの変化を、子どもたちが体感するこ
とをねらいとしている。また季節の移ろいか
ら、木々から舞い落ちた葉っぱの下を探ったら
どんぐりがでてきたといった経験を通して、目
に見えるものは朽ち果てた葉っぱであるが、そ
の葉っぱの下には、どんぐりがあったという体
験を通して、目に見えているものがすべてでは
ないことを、子どもたちが経験を通して学んで
くれる活動としてとらえている。

今回の「冬に秋を見つけよう」の題材では目
に見えるところだけしかどんぐりが拾えなかっ
た子どもたちが、先生や学生が落ち葉の下から
どんぐりを探り出す様子を見て、落ち葉の下に
手を突っ込んだり、落ち葉を手で払ったりして
どんぐりを見つけ出すといった園児の様子を多
くみることができた。

5. 今後の研究室の活動として
今年もコロナ感染から充分な活動ができな

かった状況であった。紹介した活動とは別途に
計画していた防災キャンプも中止とならざるを
えなかった。来年度は是非に、合同での防災キャ
ンプの実施をお声かけをしていたこすもす支援
学校の親父の会さんや、その際の防災研修をお
願いしていた御池青少年自然の家の職員さんの
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協力のもと、研修が実施できることを願ってい
る。被災した場合の具体的な生活のあり様とい
うものを考える機会として、参加学生も含めて
研修に集う方々とともに、防災キャンプの活動
を実施できればと考えている。
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子ども教育学科・理科教育研究室　2021年度活動報告

理科教育研究室　遠藤 晃

１. 特色ある授業の提供
子ども教育学科では、「子どもの心身」「子ども

と地域」「子どもと自然環境」の 3 つの柱に沿っ
て 4 年間の学びが構成されている。本研究室では、
主に「子どもと自然環境」に関する内容を担当し、
他学部と連携した「学部間連携型授業」や地域と
連携した「地域連携型授業」を提供している。

⑴　学部間連携型授業
南九州大学では、「緑」「食」「人」に関する三

つの学部が連携した教育環境を構築している。専
門性のバリアフリーともいえる、本学のコラボ
レーション授業は、小回りの効く「南九州大学だ
からこそ出来る、特色ある大きな学びのひとつ」
である。今年度は、子ども教育学科と環境園芸学
科、環境教育センター、フィールドセンターが連
携して実現した授業について報告する。

①　「食と農業」2年次選択科目
特色ある科目のひとつ「食と農業」は、農業と

しての栽培技術でなく、子ども達の学びの場や教
材としての畑や栽培の活用方法を学ぶ授業である。
そのために、環境園芸学部の教員が担当する、自
然共生型農業や花卉、昆虫などの「環境園芸学」と、

報　告Journal of � e Human Development Research, Minamikyushu University 2022 ,Vol.12, 81-86

人間発達学部の教員が担当する環境教育やESDな
どの「子ども教育学」を往還しながら、横断的・
総合的に知識とスキルを学ぶ内容となっている。

連携授業では、 4 月に環境保全園芸学研究室・
山口教授から環境負荷が少ない作物としてのサツ
マイモについて学んだ上で、フィールドセンター
尾崎技能員の指導の下、 7 種類のサツマイモを定
植した。 7 月には、昆虫生態学研究室・新谷教授
のレクチャーで畑の周辺で見られる虫について、
生物としての虫と害虫としての虫、という異なる
視点から昆虫に関する理解を深めた。さらに、花
卉園芸学研究室・長江教授から、園芸産物として
の華やかな「花」と、身近で雑草と呼ばれる「野
花」という 2 つの視点からレクチャーを受け、人
にとっての「花」に関する理解を深めた。これら
の多様な学びは、子ども教育学と結びつけること
で教育に活用できる知識・スキルとなり、学生た
ちの「教員としての引き出し」がまた一つ増えた
ように思える。

②　「子どもの野外レクリエーション」2年次集
中講義
この授業では、 1 年次必修の「子どもと自然」

を踏まえ、子どもの自然体験活動について、理論

子ども教育学科・理科教育研究室（遠藤ゼミ）では、環境教育や理科教育、食農教育など、子どもた
ちと関わる様々なプログラムを通して、自然を活用した探究的で横断的な学びの実現のための教育・研
究に取り組んでいる。これらの多くは、学部附属・環境教育センター及び環境園芸学部附属・フィール
ドセンターなどとの学部間連携や、地方行政や地域社会との地域連携によって実現されている。2021年度
も多くの方々のご協力を得て、様々な教育・研究活動を実施することができたので以下の通り報告する。

野草の名前を考える学生たち 手作りのブランコを楽しむ学生たち


